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令和３年度国の施策並びに予算に関する提案・要望 

（医師確保対策関連事項） 

全国知事会 

 

（新型コロナウイルス感染症を踏まえた医療提供体制の再構築） 

・ 国はこれまで、近い将来に医療需給が均衡し、医師が過剰となることを前提に、医

師偏在対策を進めてきたが、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大し、流行期に移

行するようなことになれば、医師が多数とされる地域においても、医師や病床などが

不足し、適切な医療提供体制を維持できないことが浮き彫りになってきていることか

ら、感染症などの危機的事象が発生しても、住民が安心して医療を受けることができ

る体制を確保するため、地域で必要な医療の供給量を再検証し、政策に反映させるこ

と。 

 

（実効性ある医師不足対策） 

・ 地域における医師不足や医師の偏在を抜本的に解消していくため、医師が少ない地

域における一定期間の勤務を義務づけるなど、実質的かつ効果的な対策を講じること。 

 

（医学部臨時定員増の延長） 

・ 医師の地域偏在、診療科偏在が依然続いていることや医師の働き方改革の影響等を

十分考慮した上で、医師確保が必要な地域等に医師を配置・確保することを目的とし

て増員された医学部臨時定員枠の在り方については、地域医療の実態を十分に把握し

た上で慎重に検討を行うこと。特に地域の実情に十分配慮した上で、大学が地域と連

携して医師の育成及び医師不足の地域・診療科への医師を派遣する役割を果たすこと

ができるよう、地域枠の適正な運用を継続するとともに、恒久定員内での地域枠の設

置を要件とすることなく、地域に必要な医師が十分に確保されるまで医学部臨時定員

増を延長するなどの対応を行うこと。また、医師不足が顕著な地域における医学部新

設もあわせて検討すること。 

 

（臨床研修の定員の確保） 

・ 医師法の改正により臨床研修病院の指定権限が国から都道府県知事に移管された

が、一定水準の研修の質を担保するためには、国の関与が必要不可欠であり、引き続

き都道府県に対する技術的支援を行うこと。また、臨床研修募集定員の新たな算定方

法では、定員数が大幅に減少する地域も存在することから、医師偏在を助長すること

のないよう引き続き地域の実情に応じた調整を行うこと。 

 

（新たな専門医制度） 

・  新たな専門医制度については、サブスペシャルティ領域の研修のあり方を含め、国
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と一般社団法人日本専門医機構の責任において、制度開始後の地域医療に対する影

響を検証することと併せて、都道府県に十分な情報提供を行い、その意見も踏まえ、

専門医の質の向上と地域医療の確保が両立できる制度として機能するよう、必要に

応じて運用の見直し等を行うこと。また、見直し等にあたっては、地方の声を聞くた

めの仕組みを法定化した趣旨を尊重し、適切に意見照会を行うとともに、地方から提

出された意見については最大限配慮するよう、日本専門医機構に強く働きかけるこ

と。 

特に、専攻医募集にあたっては、制度本来の目的を鑑み、研修の質を担保すること

について十分な考慮をした上で、各都道府県知事の意見を十分に尊重し、専門研修制

度の見直しが地域医療に影響を及ぼすことなく、地域の実情や新型コロナウイルス

感染症の長期化を踏まえたシーリングの弾力的運用が可能な制度設計となるよう、

日本専門医機構に強く働きかけること。 

 

また、地域枠など従事要件のある医師が、当該都道府県以外の専門研修施設のプロ

グラムに登録し地域枠などから離脱し地域医療の確保に影響を与えていることから、

当該都道府県の同意なしに専攻医登録が行えないような制度を早急に構築するよう

日本専門医機構に強く働きかけること。 


